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               論   文   の   要   旨 
 
 
 微生物による醗酵工程を経て製造される微生物醗酵には緑茶と異なる多くのポリフェノール成分が存
在している。Teadenol A および Teadenol Bもこのカテキン由来のポリフェノール成分の一種であり、
黒麹カビで醗酵した微生物発酵茶から単離され、アディポネクチンの分泌促進活性やプロテインチロシ
ンフォスファターゼ 1B発現抑制活性を有することから機能性食品成分として注目されている。本論文は、
Teadenol A および Teadenol Bの効率的な生産方法を確立することを目的として、カテキンの一種である
エピガロカテキン 3-O-ガレート（EGCG）を出発原料とし、黒麹カビ（Aspergillus sp.） により両化合物
を生産する条件の最適化とその効率的な分離法について検討を行ったものである 
 まず、著者は標準品を取得するため、市販の微生物発酵茶の粉末および茶葉からDIAION HP20、
Sephadex LH-20クロマトグラフィーによる分離を行い、さらに分取用HPLCで精製しTeadenol A および 
Teadenol Bの高純度標準品を調製した。そしてこの標準品をHPLC分析に供し、両化合物の定量法を確立
した。 
 次に、EGCGを出発物質として用い、Aspergillus sp.によるTeadenol A および Teadenol Bの生産条件の
検討を行った。EGCGのみを含む培地では菌の生育が観察されなかったため、Czapek-Dox改変培地を基本
培地とし、25℃の液体培養におけるEGCGの添加量の影響を検討した。その結果、菌の生育に伴い培養初
期からEGCGが減少し、Teadenol類が生産されることを確認した。その生産量はEGCGの添加量に依存し
て増加し、いずれの添加量でも培養19日目に最大となった。また発酵茶ではTeadenol Aが主成分であった
が、培養上清にはTeadenol BもTeadenol Aと同レベルの量が含まれていた。しかし、5% 以上の添加では
EGCGからの変換効率は低下した。変換効率を改善するため、5% EGCGに加え、緑茶粉末を添加したと
ころ、1%の添加で最も変換効率が改善し、Teadenol A及びTeadenol Bの生産量は、緑茶粉末無添加の条件
と比べて、それぞれ2.5倍および2.8倍に増加した。この生産性の改善は、緑茶中の成分によりTeadenol生
成に関与する酵素の発現が促進したためと推察した。また、小麦ふすまに上記の培地成分を加えた固体
培養では、Teadenol類の生産は確認されたが収量が低く、結論として5% EGCG および1% 緑茶粉末を含
むCzapek-Dox改変培地を用いた液体培養がTeadenol類の生産には最適であると結論づけた。 
 さらに著者は最適化した培養条件によりAspergillus sp.を培養し、その培養上清からTeadenol Aおよび
Teadenol Bを簡便に調製する分離法の検討を行った。微生物発酵茶抽出液に比べて培養上清のTeadenol類
の含量は高く、他のポリフェノール成分が少ないため、DIAION HP20での分離ステップを省き、直接
Sephadex LH-20カラムに供した。その結果、Teadenol AとTeadenol Bは完全に分離され、分取用HPLCで精
製することで高純度のTeadenol類の調製を可能にした。 
 本論文で最適化したAspergillus sp.の液体培養によるTeadenol類の生産法および培養上清からのTeadenol
類の分離法の組合せは、従来の醗酵茶葉からの分離に比べ生産性と分離効率が格段に向上しているため、
同化合物の産業的利用に向けて格段の進歩を示すものであった。 
 
 
 
               審   査   の   要   旨 
 
 微生物を用いた醗酵プロセスを経て製造される微生物発酵茶からは多くの新規ポリフェノール成分が
単離されている。Teadenol A 及び Teadenol Bも黒麹カビで醗酵した茶葉から単離されたポリフェノール
成分であり、抗メタボリックシンドローム成分として期待されているが、醗酵茶葉中の含量が少なく、
生産性の向上が求められていた。本論文において、茶葉を醗酵するのではなく、カテキンの一種である
EGCGを出発材料としてAspergillus sp.の液体培養で両化合物を効率的に生産する方法を確立させ、生産性
を著しく向上させたことは、Teadenol 類の機能性食品添加物としての用途開発において非常に有益であ
る。特にプーアル茶製造で行われている茶抽出液による加水工程に着目し、培地にEGCGだけでなく
１%(w/v)の緑茶粉末を添加することで生産性を向上させた点は、非常に興味深い。さらに液体培養の培
養上清から簡便なプロセスでTeadenol 類を調製可能であることも実証しており、これも工業的な
Teadenol類生産を行う上で非常に大きな成果であり、応用研究として高く評価できる。 
 平成28年11月14日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委
員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               
 
